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1 はじめに 

防災研究所遠心力載荷装置は、1989年に導入され、その後2010年に大改修された

実験装置である。維持管理として5 年毎にオーバーホールを行い、装置

に様々な改良が加えられてきた。前回のオーバーホールから実験を重

ねるごとに、不具合も生じていたが、2022年 3月に終了したオーバーホ

ールにより解消した。また、実験に使用していた機器の位置、ファイル

に変更が生じたため、紹介したい。  

 

2 オーバーホール前の不具合 

2.1 ブレーカー落ち 

2022年1月上旬より、50G載荷中または減速中にアームのブレーカーが落ちて

しまう事態が発生していた。ブレーカーが落ちてしまった場合、ロガー、ハ

イスピードカメラ用のノートPC、振動台制御用PCとの通信が遮断される。載

荷中にブレーカーが落ちた場合、実験のデータ取得が行えない状況となって

しまうため、1月以降予約されていた実験を中止していた。 

2.2 メトローズごみ飛散 

載荷によって、試験体内のメトローズがピット内の壁に飛び散り(写真1)、

それが乾いてオブラートのような膜状のごみとなり、壁から剥がれて飛散検

出のセンサーに検知され、実験が停止してしまう事態が発生していた。 

 

  

 

※メトローズ：水溶性セルロースエーテルのこと。水に溶かすと粘度を発現する。飽和土槽等で使用する。 

写真１ 遠心載荷装置ピット内の様子 

(右オーバーホール前、左オーバーホール中) 

乾いてはがれ、床に落ちた

メトローズ 

乾ききっていない 

メトローズ 



 

3 不具合の解消 

3.1 ブレーカー落ち 

撮影のために試験体を照らすLED照明(写

真2)の電源ケーブルが傷んでいた(写真3)こ

とや、内部のねじが緩んでしまっていたこと

が原因として考えられる。ケーブルを交換

し、ねじを締めなおしたところ、オーバーホ

ール後ブレーカー落ちは発生しなくなった。

しかし、オーバーホールでは他の箇所も

清掃され、改善されたと考えられるため、

ブレーカー落ちの原因がこれ一つである

とは断定できない。 

ケーブルに負荷がかからないよう、固定の位置を増やした。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

3.2 メトローズ清掃 

壁についたメトローズのごみ

は強力なエアーダスターを用い

てはがし、床に落として(写真

4)集めた。90Lのごみ袋2袋分と

なる大量のメトローズが集まっ

た。定期的に清掃を行い、飛散

を防いでいきたいと考えている

が、ピット上蓋もアームも設置

された状態での清掃が容易に

行えるかどうか検討が必要で

ある。 

写真3 LED照明ケーブルの様子 

写真4 床に落ちたメトローズ 

遠心力で引っ張られ傷んだ

ケーブル 

固定用治具を 

取り外したLED照明 

写真2 試験体用LED照明 



 

 

4 位置の変更 

4.1 ハイスピードカメラ用ノートPC 

ハイスピードカメラの映像を見る

ノートPC(TOUGHBOOK、写真5)は、

計測室からリモートデスクトップ

接続で操作していた。これまで

は、アーム上の収納ボックスにガ

ムテープで固定し、実験があるた

びに固定を外して電源を入れなけ

ればならなかったが、今回のオー

バーホールで専用のケースを作成

し固定したことで、電源を入れるこ

とが容易になった。 

4.2 振動台用PC 

振動台を制御するPC(shaking-pc2、

写真6)は、これまで旧ケースに入れ

られアームに固定されていたが、ケ

ースに損傷があったため新しく作り

直し、TOUGHBOOKの横に設置した(写

真7)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真5 TOUGHBOOK 

写真7 TOUGHBOOKとshaking-pc2のケース 

写真6 shaking-pc2 

shaking-pc2 
TOUGHBOOK 



 

4.3 チャージアンプユニット 

加速度計を接続するマルチレコ

ーダ(チャージアンプユニッ

ト、写真8)は、オーバーホール

前は木箱に入れてTOUGHBOOKと

同様収納ボックスに固定してい

たが、専用治具を作成し、中心

軸側に移動させた(写真9)。加

速度計の接続はコネクションボ

ード近くで行うことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真8 チャージアンプユニット 

写真9 チャージアンプユニット固定の様子 

チャージアンプユニット(裏面) 



 

5 ファイルの変更 

カウンターウェイト算出ファイル 

 ３で述べた通り、各機器等の場所を移動したため、カウンターウェイトを算出

するためのExcelファイルを修正した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 おわりに 

遠心力載荷実験室の担当者になって間もない筆者だが、オーバーホールを通じ

て、アーム上の測定機器やPC等への理解も深まった。オーバーホール前は不具合

もあり、測定機器やPCの設置場所も利便性の悪いところがあったが、今回のオー

バーホールで改善することができた。実験者にスムーズに実験を行ってもらえる

よう、今後も改良を重ねていきたい。 

画像1 カウンターウェイト計算用Excelファイル 

移動し、治具を作成したものを

追加した 

TOUGHBOOKとチャージアンプ

ユニットを固定したことで、

収納ボックスが空になった 


